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例 言

1.本書は、東大阪生駒電鉄株式会社が実施した東大阪都市高速鉄道東大阪線建設事業ならびに大阪府

人尾土木事務所が計画した国道308号線および都市計画道路築港枚岡線建設計画事業に伴う神並遺跡

第4次発掘調査、西ノ辻遺跡第 10。 16次発掘調査で検出された遺構の概要報告書である。これらの

調査は財団法人東大阪市文化財協会が、東大阪生駒電鉄と大阪府人尾土木事務所の委託を受けて実

施した。

2.神並遺跡第4次調査は1673m2を対象に、1983(昭和58)年 9月 26日 から1984年 3月 12日 の期間、

西ノ辻遺跡第10次調査は工事予定地の2460m2を 対象に、1983(昭和58)年 12月 1日 から1984年 9月

10日 の期間、西ノ辻遺跡第 16次調査は2827m2を対象に、1984(昭和 59)年 5月 24日 ～1985年 4月

3日 の期間に実施し、その後それぞれの調査記録と出土資料の整理を行った。本書は下記の調査担当

者が編集した。これらの調査で出土した遺物の概要は、各調査の『遺物編』にまとめた。

3.発掘調査および整理作業は以下の事務局体制のもとにすすめた。

事務局長 寺沢勝(東大阪市教育委員会文化財課課長)

庶務部長 吉田照博(東大阪市教育委員会文化財課課長代理)

調査部長 原田修(東大阪市教育委員会文化財課主査)

庶務部 安藤紀子(東大阪市教育委員会文化財課)

上野節子(財団法人東大阪市文化財協会)

調査担当 松田順一郎(財団法人東大阪市文化財協会)

中西克宏(財団法人東大阪市文化財協会)

4.現地の調査と出土遺物の洗浄、注記、接合と実測図の作成などの整理作業には以下の方々が補助員

として従事した。

青島洋光 東貴弘 綾部正樹 有山淳司 井口浩一 石割珠貴 稲田美和 乾聡之 今井樹彦

今井建 上田淳子 植田雅美 江川隆 江川義信 遠藤裕也 大倉克升 奥田キシ子 奥田美呑

小田正行 織田利宏 川村美保 北山邦彦 栗田照代 小西洋 小林辰生 近藤善子 阪田知代子

咲本勝巳 柴田香織 島本員起子 下尾哲弘 園田義明 高田昌彦 高地久美子 高野由美子

多田芳美 田中秀行 為井通子 辻徳子 戸田恵子 戸田進 中谷誠 中野靖治 中道真司

中村かおり 中村直弘 中村仁美 夏原宜左子 西田和美 西田千寿代 西村歩 西村慶子

埜田祐理子 人田美代子 早川登 原田拓也 樋口照子 平野武 平松登喜子 福井靖彦

福田英輝 外村幸雄 細野恭一 前澤徹 桝原浩二 松谷健司 松本隆弘 宮川典子 宮下孝之

村上由紀子 村口始 森田武毅 森本好則 森山秀彦 安居勝善 藪野雅子 山崎和子 山崎史郎

山谷充 吉岡美登里 脇村守

4,現地の空中写真測量は国際航業株式会社に委託して実施した。
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1 調 査 に至 る経 過

大阪府と奈良県をむすぶ近畿日本鉄道奈良線は1970年代に近郊の人口増加にともなって輸送能力の限

界をむかえた。そのため、地下鉄中央線を延長し、生駒駅で奈良線に接続する新鉄道が計画された。同

時に国道 308号線の整備とこれに並行する阪神高速道路の延長も計画された。しかし、これらの開発予

定地内には鬼虎川遺跡、西ノ辻遺跡などがあり、その周辺でも未知の遺跡が分布することが予想された。

このため、東大坂生駒電鉄株式会社は1979年 に、用地買収のすんだ国道 308号線中央分離帯内で、恩智

川以西の試掘調査を東大阪市遺跡保護調査会に委託 して実施 した。この結果新たに水走遺跡が発見され

た。1980年 には東大阪市教育委員会。大阪府教育委員会が鉄道橋脚工事に先立つ鬼虎川遺跡の発掘調査

を行うとともに、両者によって組織された国道 308号線関係遺跡調査会が国道 170号線(外環状線)以東

の試掘調査を行い、神並遺跡が発見された。なお、同調査会は 1982年 に解散 し、その後は新たに組織

された財団法人 東大阪市文化財協会と大阪府教育委員会が分担 して調査を行った。

上述の試掘調査の結果、鉄道・道路建設範囲内のほぼ全面が発掘調査の対象 となることがわかり、旧国

道 170号線の東側を並行する東高野街道から鉄道 トンネルロ付近までを神並遺跡、同街道と、国道 170

号線東方約 200m、 鬼虎川遺跡の方形周溝墓群が追跡北東部で途切れる地点までを西ノ辻遺跡と呼ぶこ

とになった。神並遺跡第 4次、西ノ辻遺跡第 10・ 16次発掘調査はこの鉄道。道路建設予定地内で行われ

た。調査範囲は、現在の近鉄東大阪線、新石切駅東端付近から、東高野街道の東約50mま での高架とそ

の両側の道路部分にあたる。

神並遺跡第 4次発掘調査は 1673m2を 1983年 9月 から1984年 3月 まで、西ノ辻遺跡第 10次発掘調査

は、東高野街道を挟んだ神並 4次調査区の西隣で、2460m2を 、1983年 12月 から1984年 9月 まで、西ノ

辻第 16次発掘調査は 10次調査区の西隣、旧国道 170号線までの範囲 2927m2を 、1984年 5月 から1985

年4月 までの期間に行われた。

2 調査結果

2.1 調査地の地形

調査地は、標高 10～ 19mの、おもに更新統最上部に相当する砂泥互層と砂礫層からなる扇状地緩斜

面にある。調査地とその周辺の表層では、更新統最上部層を切つて、層厚 1～ 0.5mの、おもに奈良―平

安時代から現代までの堆積層と人為的な削平面が分布する。更新統からなる旧地形の凹部には、縄文時

代から奈良時代までの堆積層が残存する。この凹部は縄文時代に形成された開析流路にあたり、3つ の

調査地を横断するかたちで検出された。

2.2神並 4次調査 区

調査地では、まず除草、立木の伐採、機械掘削による盛上の除去が行われた後、人力掘削による精査

が始められた。近代～近世までの耕作地の作土や造成時の盛上の下位で、調査区東部では、近世の溜池

(池上層)と 溝の遺構が検出された。これらの充填堆積物と周辺のより古い耕作土層を除去 した結果、こ

の溜池がより大きな落込み(池下層)に含まれていることがわかった。耕作上下では、この落込みはおも

に礫質砂、泥質砂で充填されており、礫質砂は落込みの外へ浅い流路をなし、調査区中央部を南に分布

範囲を広げていた。落込みと流路の東側では更新統のベースが露出していたが、北東隅の狭い範囲には

遺物包含層が分布 し、これを除去すると土墳 2基 とともに 8・ 9世紀の上器片が検出された。

調査区西辺では、南北方向、東落ちで、高さ20～ 30cmで 、北部ではシル ト質粘土ブロック土をふ く

む砂質シル ト、南部では更新統最上部をベースにした段差がみられ、上述 した礫質砂層は段差の低位面

を覆っていた。前者のベースをなす堆積層中では、落込みの西側にもう1つ の落込みとその中央を横切



る南北方向の杭列が検出された。同層は、調査区北部に13～ 15mの幅で帯状に分布 し、埋没開析流路

充填堆積物の累重の上部にあたる。また、流水による堆積構造がみとめられず、盛土と考えられる(谷埋

土とも呼ぶ)。 この下底付近で 6世紀中頃の遺物が出土 した。

埋没開析流路は、通称「谷」と呼び、西ノ辻 lo。 16次調査区で検出された他の支谷と区別するため「谷

1」 と付呑した。また、これより下位のおもに流水堆積物からなる堆積層の累重を「谷下層Jと し、上

位より5世紀後半～6世紀初頭の上器を含む「谷下層 1」 、弥生時代後期以前の上器を含む「谷下層 2、

2'、 2"」 と呼んだ。

谷下層の上部(谷下層 1)か らは、土器のほかに、谷内に構築された水利遺構の一部である樋状木製品が

検出された。また、その約 15m上流側で楯持人物埴輪が 2イ団体出上 し、これらは水利遺構 と同時期のも

のと考えられる。

水利遺構のベースとなる堆積層(谷下層2)に は、弥生時代後期初頭の土器が含まれていた。また、同層

準に相当する南側谷壁を覆う堆積層からも同時期の土器が多出した。この下位の谷下層 2'か らは、弥

生時代中期末の上器もわずかに出上 した。谷下層 2"で は土器はほとんど出土しなかったが、縄文時代

晩期末の土器片がごくわずかに出土 した。

最終的に掘削の終了した開析流路は、調査区北東部で南西方向に調査区に入 り、すぐに屈曲してやや

北にふ りながら西流 していた。開析流路の幅は、谷埋土の上面で約 15m、 深さ約 4.5mで 、横断面は見

かけ上、両谷壁が上に凸なV字形をなす。調査区上流端の最下部層準では、いずれが本流かはわからな

いが、澪筋が 2本に分かれていた。この合流点は、上位の古代、近世の池状遺構の位置にあたる。

2.3西 ノ辻 10。 16次調査 区

調査ではまず、調査区内の現代の耕土および盛土を機械掘削で除去 し、さらにこの下層にある近代お

よび近世の耕土を確認 した後、これも機械掘削で除去 した。耕上下は、調査区南半で地山があらわれ、

北半では、遺物を含む暗褐色土層および茶灰色砂質土層が認められ、これをベースとする中世の遺構群

が検出された。また、南西隅の地山面には弥生時代中期の溝 も検出された。この中世遺構面は後世の整

地などによつて著 しく削平されていた。中世の遺構は調査区のほぼ全域で検出され、井戸、溝、土媛、

土媛墓、柱穴などが確認された。井戸には直径 2m程のものと、直径 3m前後でやや大型のものがある。

このうちの多 くは素堀だったが、い くつかは井戸枠を残すか抜 き取った形跡があった。

土媛には長方形のものが多 く、多量の遺物を出土 した。柱穴は調査区北半に集中し、直径 20ミ 前後の

円形のものが多数確認された。このなかには柱根の残るものもあった。溝には東西方向にはしり、幅約

lm、 深さ30N前後のもので、 溝の一側面に人頭大の石を一列に配 したものがあった。これらの遺構か

らは、土師器、瓦器、須恵器、陶器、銭貨、輸入陶磁器類、瓦をはじめ、石臼、砥石、曲物、漆器、鉄

釘、壁土などが出土 した。これらは、14世紀代の遺物と考えられる。

西ノ辻 10次調査区で中世遺構の下層で古墳時代以前の雄積眉を掘削する一方、西ノ辻 16次調査区の

上層の調査を開始 した。同地区の層序および遺構の特徴は10次調査区と大きなちがいはない。ただ、16

次調査区の北隣で工事用の進入路部分を調査 した際に、12～ 13世紀の井戸、ピットなどを検出した。井

戸からは土器類の他に、呪符木簡が出上した。

中世の遺構面下には、奈良時代から平安時代の灰色粘土質シル トを主とする堆積層が認められた。こ

れは神並4次調査区からのびる埋没谷 とは別の開析谷(谷2)の上部に残存 した凹地内に堆積 したものであ

る。この最下部からは杭列、護岸施設などの遺構が検出された。16次調査区では、この下層に砂、シル

トを主体とする古墳時代後期の堆積がみられ、土器や木製品が出土 した。谷2は西ノ辻10次調査区の中

央付近から、16次調査区の中央部をやや北にふりながら、流下 していたもので、神並4次調査区からの
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埋没谷は、16次調査区でこの谷 と合流 し、その上部を開析 し、その後土砂に埋まった。

谷 1の地積層中では、後述する古墳時代中期の水利遺構を検出した。この遺構はすでに谷内を埋積 し

ていた弥生時代 と5世紀の堆積層を覆う盛土をベースにしていた。この下層では弥生時代の遺物を多 く

含む堆積層がその上面を侵食されたかたちでみとめられた。この層上部はすでに神並4次調査区で確認

された弥生時代後期の上器を含むものであつたが、西ノ辻 10、 16次調査区では、この層はほとんどな

くなり、かわって弥生時代中期末の上器を含む層になっていた。砂礫、シル トないしは粘土、および植

物遺体の小刻みに交替する堆積層であつた。この堆積層を除去すると、ほとんど無遺物の泥質砂礫層と

なり、さらに更新統のベースに達した。

2.4 各時代 の遺構・遺物

2.4.1 弥生時代の堆積層と遺物出土状況

弥生時代の堆積層はきわめて錯線した開析流路の上砂よりなる。神並4次調査では、西ノ辻弥生集落

の縁辺より谷 1とこ投棄されたとみられる土器が、左岸の粘上がちな堆積層に含まれており、その堆積状

況からみて、遺物の時期的なまとまりがほぼ確認されたが、10。 16次調査区では次の2つの点で状況を

異にする。(1)谷 1の左岸は、水利遺構の築造にともない「導水溝」が掘削されたため弥生時代の形態を

とどめていない、(2)流路の縦断方向では、神並4次調査で知られた中期～後期初頭の幾つかの堆積層が

連続していないこと。しかし、水流による磨減はほとんどなく、近接した場所からの投棄と思われる。

弥生土器は谷 1か ら出上したもの以外とこ、当時の遺構でただ一つ検出された溝状遺構からのものがあ

る。これは、調査区南西隅で検出された。南東から北西に向かって伸び、幅約 1.2m、 深さ約 lm。 きわ

めて多くの上器がその覆土に含まれていた。ここでは水流による堆積層がほとんどみとめられなかった

ことから、溝掘削後これらの上器が短期間のうちに投棄されたと考えられる。この溝は、谷 3の縄文時

代の堆積層を切り込んで、西ノ辻 16次調査区に伸び、その上層は先に述べた古墳時代および奈良・平安

時代の堆積層で覆われているため、層位的には後世の撹乱を受けた包含層が構内に投棄された結果では

ないことがわかる。

2.4.2 5世紀後半～6世紀初頭の堆積層と遺構

5世紀～6世紀初頭にかけての遺物は、水利遺構の形成と廃棄に至るまでの短期間に堆積したと考え

られる層に含まれている。それは谷1がまだ比較的明瞭な形を残していた時期のもので、上位より、水

利遺構内の覆土、水利遺構にともなう盛土、水利遺構形成直前の貯水池ベース (石敷のベース)と その

下位の「貯木層」およびその相当層にあたる。人間活動とともに、流路内の堆積作用も比較的活発で状

況を示す。その堆積作用は、同時に下層の弥生時代の堆積層を侵食した部分もあり、弥生土器の混入す

るところもあった。

2.4,3 古墳時代中期の水利遺構

水利遺構は、この開析流路充填堆積物の累重の上部にあたる古墳時代後期の層準で検出された。導・

貯水施設は、充填のすすんだ浅い流路底に築造されており、約 100mの 区間に連続し、上流から下流に

向かって以下の遺構で構成されていた。

(1)樋状木製品 長さ約 2m、 幅 0.4m、 厚さ0.2mの厚板に、法面をもつ方形の凹み(水受け)と 、そこか

ら下流側に縦断方向に廷びる樋状の溝が掘り込まれた木製品が、開析流路内の一連の導・貯水施設の最

上流部で検出された。この木製品に接して、横倒しになったり、抗状とこ短く立った直径6～ 8cmの九太

材が、検出されたので、これらを支柱とする覆屋があつたと考えられる。

(2)板組暗渠 開析流路の澪筋に沿って幅約 0.7m、 深さ約0.6mの溝を掘り、その両側壁を、横位置に

立てた板と杭で護岸した後、その上に板や角材を溝に直交して敷つめ暗渠とした導水施設。これらの木
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材にはほぞ孔や受け木の狭 りをもつものがあり、建築材が転用されたと考えられる。暗渠の上には、約

0,3～ 0,7mの厚みで盛上が載 り、開析流路を横切る橋、あるいは同時に上流側で溝を堰止めたダムのよ

うな施設であった可能性 もある。

(3)導水溝 上述 した板組暗渠のす ぐ下流左岸側には、暗渠の流路底 とほぼ同じレベルの開けた浅い場

所が広がり、不明瞭な溝状の凹みがみとめられ、これに続いて後述する貯水池列に並行 して円弧状に延

びる溝に続いていた。この仮称「導水溝」は、通常の河川水あるいは余剰の流水を水利遺構の下流側に

通過させるために設けられたと考えられる。幅 1～ 2.5m、 深さ約 1.2m、 延長約 50mで ある。

導水溝の最上流端には、貯水池に水を引き込む木管の一端が、右岸側壁の低い位置に設置されていた。

このす ぐ下流側には、石材が散布 し、滞の肩に渡 したり、それに立て掛けたかと思われる状態で 2、 3の

木材が検出されたので、石敷と木組で小規模な堰(水門)が設けられてお り、これを閉じることによって、

流水は、上述の木管を通 じて貯水池に導かれたと考えられる。下流の出日付近7mほ どの区間の側壁に

は護岸のための矢板列が残存 していた。

(4)貯水池列 導水溝上流端の堰(水 門)を 閉じることによって、流水は同地点側壁に埋め込まれた木管

に流入 し、開析流路に沿って築造された貯水池列に導かれる。貯水池列は、約 45mの 区間に4基あり、

上流2基は開析流路内の澪筋にそって設置され、下流側に向かって流路右岸の流路縁平坦面にそれてゆ

く配置をなす。これらは、上流側 2基は、側壁上端で測った一辺が 5～ 6mの正方形に近い平面形をな

し、下流側の2基は幅約 5m、 縦断方向の長さ約 13mの長方形をなす。上流側の2基 と深さは0.5～ 0,8m。

すべての貯水池の側壁は傾斜約 30。 の法面をなし、石敷で護岸されていた。貯水池底には石敷はなかっ

た。石材は近隣の河床から採集されたと考えられるハンレイ岩と少量の花コウ岩細粒の巨礫から細粒の

大礫(512～ 64mm)ク ラスの礫であった。4基の貯水池は、側壁のやや高い位置に埋め込まれた木管によっ

て直列に連結されていた。また、貯水池列最下流端からは次に述べる水汲場に木管が延びていた。木管

は、九太材を半裁 し中央部をなJり 貫いて割 り竹状にした後、一方を樋状に設置し、他方をそれに被せて

再び円筒形に組み合せたものあった。被さる方の部材がわずかに短いものがあった。外径は20～ 25cm、

厚みは3～ 4cmで、長さは3.5～ 5m。 最上流側の貯水池のつ「水口にあたる木管の木口には、直径よリー

回り長い幅8cmの板材がはりついて検出され、貯水池列の中途でも流量が制御されていたと考えられる。

また、最下流の貯水池に上流から連結された木管の出口周辺には、3本の九太材が散らばっていたので、

ここに支柱をもつ装置があったと思われる。最上流側の 1基めの貯水池では、最初に検出した護岸の石

敷の下に、より古い石敷が一部に残っていた。また、上述の導水溝と並行 した古い導水溝が貯水池列 と

の間の盛 り上内で検出された。

(5)水汲場、水槽 と樋状木製品 貯水池列の下流端からは木管が約 5.5m続 く。木管は2本連結されて

いた。その下流側には、長さ2.2m、 幅 0.6m、 深さ0.2mあ るいはそれ以上の、一木を今Jり ぬいて作 られ

た水槽が、流路の縦断方向に直交して埋め込まれていた。これとカギ形をなすように下流側には、長さ

4.5mの樋状木製品が、流路の縦断方向に設置されていた。両者には約 0.3mの間隔があり、この間は短

い樋でつながっていたようである。流下方向の右側にあたる樋状木製品の木口端に接 し、水槽の側壁 と

平行 して一枚の板が横位置に立てられていた。この板 と樋状木製品の流下方向右側の縁辺に接 して、足

場を固めるための石敷がカギ形をなすように施されていた。この水槽 と樋状木製品を組み合せた施設を

囲むかたちで、1× 7間 (そ のうち1間 は間隔が小さい)の柱穴、柱根が検出され、約 8× 4mの 覆屋があつ

たことがわかった。これらの施設を水汲場と呼ぶ。地表の施設を一回 り大きな範囲で覆う程の広さの規

模である。樋状木製品の下流端にはさらに1本の木管が連結されていた(長 さ不明)。 覆屋はこの木管の

一部も覆っていたと考えられる。この木管の下流側には、浅い溝状の凹みに木片が検出され、さらに木

管が延びていたことが知られた。また、この痕跡の両側には、約 70cm間 隔で木管を挟むように立てら
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れた柱根・柱穴が、2対、2.3m隔 たつて検出され、この木管を覆う構造か、あるいは他の支柱を伴う施

設があったことがわかる。水汲場 とその周辺では、異なる層相の盛上がいくつかの分布範囲をなし、薄

く重なり合うところもあり、入念に地ならしが行なわれたと思われる。

(6)よ り下流狽1の導・貯水施設の痕跡 上述の水汲場より下流側では、明瞭な遺構を検出できなかった

が、流路右岸の緩やかな流路側壁斜面にはさらに10m下流側まで盛上の分布がみとめられたほか、樋状

木製品の下流端から約 7m下流側では、木管の破片が、おそらく原位置を保っていると考えられる状態

で検出された。さらに下流側の調査地西端付近では、右岸の斜面に浅い、おおむね隅九方形の凹みがみ

とめられ、この縁辺では、大礫クラスの礫が散布 していた。また、その2m上流狽1の流路底には、木管

の破片がみつかった。同様な材は、旧国道170号線をはさんだ西側の西ノ辻第20次発掘調査地東端で検

出された開析流路でもみつかった。

(7)築造時の排水溝 すべての石組 と盛土を除去すると、導水溝最上流端から貯水池列 とほぼ重複 して

廷び、導水溝下流端付近に達する溝がみつかった。掘削中の導水溝の浸水を防ぐために掘削されたと考

えられる。幅約 lm、 深さ約 70cm。 この溝で河川水を排水 し、上述の導水溝を掘削したと考えられる。

貯水池築造時には貯水池で凹む場所以外の区間は埋め戻されたようである。

(8)水利遺構にともなう遺物

本水利遺構にともなって、5世紀後半の須恵器の蓋、郭、有蓋高杯、甕、土師器の董、高杯が出土し

た。貯水池内では、他の場所に比べて高杯の出土量が多いようである。また、上述 した遺構群の上流端

A地点のさらの 10m上流側の流路底では、5世紀末のものと考えられる盾持人物埴輪が 2個体、破砕さ

れた状態で出土 した。また、近傍のほぼ同一層準では、装飾的に鋸歯形の縁辺を削 り込んだり、刀形に

仕上げた板材が出上 した。

(9)導 ・貯水施設の埋没・破壊

この遺構が検出された層準の最上部では、貯水池の石材はかなり散乱 し、水汲場を構成したはずの柱

やその他の部材には欠損が顕著であった。開析流路内での運搬営力で、このような遺構の擾乱が生 じる

とは考えられず、遺構群は構造を保ったまま放置された後、破壊されたと思われる。

2.4.4 6・ 7世紀の堆積層の状況

この時期の遺物は、上記の奈良。平安時代の遺物包含層の下にあり、おもに谷 1に堆積 していた。これ

はさらに下層の水利遺構が廃棄埋没 した後、残存 した浅い谷を埋積 しており、同遺構によって生 じた凹

凸を平滑化 している。西ノ辻 16次調査区では、谷 2か ら谷 1と の合流点にかけて、かなり広範囲な同層

の分布がみとめられ、前代の河道の様相を大きく変貌させている点が注 目された。

2.4.5 奈良・平安時代の堆積層と遺物出土状況

奈良・平安時代の遺物は谷 1お よび谷2の堆積過程の最終段階に堆積 したもので、調査区の東辺では人

為的な埋め土の可能性をもつ部分もある。この時期の遺構は、神並遺跡で高密度に検出されているが、

当調査区ではほとんどみとめられず、谷 2の杭列および護岸施設のみであった。もちろん、同地点も当

時の人間の活動域に含まれているのであつて、西ノ辻 16次調査で検出した同一堆積層の上面には、多

数の獣の足跡に混 じって人間の足跡 もみとめられた。遺物の量はさほど多 くはないが、ほとんど撹乱を

受けていない層である。

2.4.6 中世の集落跡

西ノ辻遺跡の鎌倉時代から室町時代の集落は、これまでの発掘調査により第10次発掘調査地区を東端

として西に約 350m。 南北 100m以上におよぶものと推定されている。

西ノ辻遺跡第 10。 16次発掘調査では、調査区全域から13世紀から14世紀の掘立柱建物 13椋・井戸

66基・溝 102条、土墳 52基、土墳墓 3基のほか建物を構成するピット579基などの遺構を検出してい

5



る。これらの遺構は、相互に重複関係がみられることから、すべて同時に存在 していたものではない。

また、遺構の埋土内から出土する遺物からみても13世紀から15世紀までの時間幅のなかで埋没 したも

のと推定できる。

出土 している資料からこれらの遺構は、13世紀後半までに埋没 したものと13世紀末から14世紀代に

埋没 したものにわけることができる。このような傾向は、本遺跡の別地点の調査でも同様の傾向にある。

掘立柱建物や建物を構成するピットは、埋没 した谷筋にそって検出されている。これは、本来高かっ

た谷筋の南北両肩部分が削平されたためで、削平を免れた低位置の建物やピットが確認されたものと推

定できる。このことは、谷筋の南北両肩部分では、井戸や土娠などの深 く掘削された遺構だけが検出さ

れていることからも推定できる。したがって、この部分にも本来は掘立柱建物をはじめとする浅 く掘削

された遺構が存在 していたものと推定できる。

これらの遺構のなかで最 も遺存状態の良好な丼戸をとりあげて、時期別の遺構の分布状況をみると、

時期による分布の片寄 りはみられず、全域から検出されている。このことは、西ノ辻遺跡の集落は、13

世紀から14世紀の間、時期によって空間的に拡大・縮小 したのではなく、推定範囲の全域で展開され、

そのなかで変遷 したものと推定できる。

(1)掘立柱建物 調査区からは、600基 の柱穴を検出しているが、そのなかで柱穴の位置関係からほぼ

同一方位の 13棟の建物を図上復元 した。このほか多数の柱穴があることからさらに多 くの建物が存在

することも十分考えられる。13棟の建物は、その配置からすべてが同時に存在 していたものではない。

建物は、側柱で構成するもの11棟 と総柱建物 2棟がある。庇をもつ建物は、確認されていない。建物の

規模は、1間 ×1間 ・2間 ×1間 ・2間 ×2間 。3間 ×3間がみられる。柱間寸法は、1,4mか ら3m前後

まで認められ、桁行の柱間寸法が梁間よりも長い傾向にある。建物の床面積は、8m2か ら42.7m2の

ものまで認められる。建物を構成する柱穴のなかには、根石を伴うものもある。瓦の出土量が少ないこ

とから瓦葺きの建物は想定できない。

(2)井戸 井戸は、井戸枠として石積みを伴うもの(1例 )、 瓦器井筒を使用するもの(1例 )の ほかはすべ

て素掘 りである。13世紀から 14世紀にかけての井戸を多数検出している若江遺跡では、曲げ物・土製

の金・木組・石組みおよびこれらを組み合わせた井戸枠が確認され、素掘 りの井戸はほとんど検出され

ていない。本遺跡から検出される井戸の下部は所謂地山面を掘削 して構築しているのに対 して若江遺跡

では自然堤防を形成する月仕巳弱な土層に掘削している。このような丼戸を構築する土層の地盤の差異が両

遺跡にみられる井戸内部の構造のちがいの要因になっているものと推定できる。

(3)土媛墓 東大阪市域から検出されている鎌倉時代から室町時代の墓を表にまとめてお く。土墳墓や

木棺墓は生駒西麓に位置する集落の居住域から検出されるのに対 して、平野部にある若江遺跡では、火

葬骨を納めた蔵骨器や五輪塔が確認されている。一方、山腹に所在する岩滝山遺跡・出雲井遺跡からは、

火葬施設が検出されている。また、出雲井 5号墳の横穴式石室の羨道部分への埋葬も確認されている。

さらに、高位置にある寺院とその隣接地からは、複数の火葬骨を納めた蔵骨器や五輪塔が出土 している。

6



縄文時代以前

付図 1参照。

● 谷 1

001

神並 4次調査区。谷 1の完掘状況。調査

区南東の上空から北西向きに撮影。谷 1

は、北北東方向から調査区にはいり、西

向きに方向を変えて伸びる。基底部の弥

生時代中期以前の堆積層とその上位の弥

生時代後期以後、奈良時代までの推積物

で充填されていた。

002

神並 4次調査区。谷 ¬の完掘状況。西向

きに撮影。調査区西端最深部の深 さ約

3.5m、 両谷壁上端の幅約 15m。

003

神並 4次調査区。谷 1の完掘状況。写真

002の部分拡大。西向きに撮影。

埋没流路 (更 新統ベース)の 検出状況

7



韓 瑳 004

神並 4次調査区。谷 1の完掘状況。調査

区西端部から東向きに撮影。

005

西ノ辻 10次調査区北東部。谷1の ほぼ完

掘状況。神並4次調査区の西に続 く。北

向きに撮影。調査区北辺を緩やかな弧状

をなして西流する。右岸の一部は調査区

外に出る。

006

西ノ辻10次調査区、北辺部の谷1完掘状

況。東向きに撮影。東端の断面付近での

深さ2.6m、 両谷壁上端部の幅約 7m。 最

上部の充填堆積物の分布の幅はこれより

広い。写真017参照。手前右の谷壁にみ

られる段は、古墳時代中期後半の水利遺

構の溝(導水清)。

ユ■下■
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007

西ノ辻 16次調査区、谷Ⅲ 2の完掘状況。

東向きに撮影。写真奥は、生駒山地の山

地斜面で、その中央部は山頂直下に拡

がる辻子谷の集水域。その前面は辻子

谷扇状地南部の緩斜面で、宅地化 して

いる。調査区内の流路は、更新統からな

る扇状地緩斜面を開析 していた。分岐

した左の谷が谷 1で 、神並 4次調査区、

西ノ辻 10次調査区から続 く。左は谷 2

で、谷1の支谷とみなす。谷2の谷頭は、

東隣の西 ノ辻 10次調査区で検出され

た。写真 111参照。

008

西ノ辻 16次調査区、谷 1・ 2の完掘状況。

写真007の部分拡大。谷2の谷底直上の

充填堆積物は縄文時代晩期のものと考

えられ、谷1の充填堆積物に切 られてい

る。写真手前の谷底に長 く伸びる材化

石は、針葉樹で、近傍からトウヒ属の球

果が見つかっていることから、谷底付

近のベースメン トが、最終氷期最寒冷

期の堆積層であると考えられる。

009

西ノ辻 16次調査区の谷 1・ 2。 西ノ辻 10

次調査区上空から西向きに撮影。画面

上部を横切るには、旧国道 170号線。

｀
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010

西ノ辻 16次調査区。谷 1・ 2の合流地点

付近。西向きに撮影。合流点下流側の谷

の深 さ 3m。 谷壁上部での幅 (白線間)約

19m。

● 谷2,3

011

西ノ辻10次調査区、中央部の合2完掘状

況。南東方向に撮影。左側が谷頭。右側

の延長が西ノ辻 16次調査区で谷 1と 合

流する。写真010参照。谷 2の充填堆積

層の下部からは縄文時代晩期の上器片

が、上部からは弥生時代後期の上器片が

出上 した。弥生時代末にはほば充填 さ

れ、古墳時代には浅い窪みとして残存 し

た。

012

西ノ辻 10次調査区中央部、谷 2・ 3の完

掘状況。西向きに撮影。写真上端の壁は、

調査区に西辺。中央は谷 2。 左上の窪み

が谷 3で 、左方から伸びる、弥生土器を

多産 した溝遺構(通称「弥生溝」、写真

032、 033参照)と 重複する。西辺での谷

2の深さ2.4m。 谷壁上端での幅 7m。

1学 t

・ XⅢⅢ
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● 埋没流路底の遺構

013

西ノ辻10次調査区西辺南部の合3底 に打

設された縄文時代晩期の杭。調査区西辺

部で北西方向に撮影。中央の杭の長さ約

70cm。

014

神並 4次調査区、北辺東部、谷 1の谷底

直上で検出された堰遺構。谷 1が調査区

にはいった所で北向きに(下流から上流

方向に)撮影。杭と横木 (板 と棒)か らな

り、横木は流路に直交する。上流側に横

板が倒れるのを防 ぐ杭の位置からみる

と、下流側に盛上を施 し、上流側に水を

溜めたと考えられる。横板の長さ1.6mo i´

015

神並 4次調査区、北辺東部で検出された

堰遺構。南東方向に撮影。右上が下流側。

F ti■ ,|
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埋没流路の堆積層断面

ミ

;il猛

● 神並 4次

016

神並 4次調査区西端、谷 1充填雄積層の

南北断面。西向きに撮影。画面の高さ約

35m。 上部3分の 1の比較的明るい部分

は奈良時代以後の堆積層。その下のか

ら、右寄りの木国の見える木質遺物(貯木

材)の直上までが、古墳時代の堆積層。貯

木材以下と左側谷壁を覆 う堆積物は弥生

時代後期以前。

● 西ノ辻 10次

017

西ノ辻司0次調査区東辺、谷 1充填堆積層

の南北断面。東向きに撮影。断面の高さ

約 5m。 合の底は更新統ベース。写真016

の断面とは、道路(東高野街道)を はさん

で、約 10m下流に位置する。最上部の明

るい部分は中世以後の堆積層でおもに耕

作土。その下位で、右岸側に厚 く累重す

る明るい色調の堆積層より上までの約

60cmが古代から中世の堆積層。その下

方約 lm、 左寄りの貯木層までが、古墳時

代中・後期の堆積層。貯木層とその下位

の黒っぽい堆積層を含む約 80cmが弥生

時代中 。後期の堆積層。さらに下、更新

統ベースまでの堆積層は弥生時代中期以

前、縄文時代晩期以後の堆積層。

018

西ノ辻 10次調査区北東部、谷 1内の)佳積

層断面。東向きに撮影。断面の高さ約

1.lm。 断面上面は、古士責時代中期の水利

遺構の構築面直下。断面右の落込みは、

水利遺構構築時の排水清、断面上面の右

端の落込みは、水利遺構にともなう側

溝。最上部の 10数 cmは 、同じく古墳時

代中期の推積層。それより下はおもに弥

生時代中期から後期の堆積層。最下部は

それ以前の堆積層で、更新統ベースに達

していない。

■■i濶等ざ→氏と
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o¬ 9                VI
西ノ辻10次調査区中央部、谷2の堆積層 i r
断面。東向きに撮影。写真 110の谷 2を

横断するアゼ。断面の高さ約 1.8m。 上部 Ⅲ

の3分の‖ま古墳時代中・後期の堆積層。

それより下は弥生時代中期より古 く、縄

文時代晩期以後と考えられる堆積層。本

調査区の谷 2、 3で は弥生時代中・後期の

堆積層はみとめられない。

020

西ノ辻 10次調査区西辺、谷2の堆積層断

面。西向きに撮影。断面の高さ約 32m。

最上部約25cmは 中世の推積層で遺構検

出面を含む。谷を充填する暗い色調の堆

積層の上位約 60cmの範囲は、古墳時代

中・後期の堆積層。

021

西ノ辻 10次調査区、西辺南部の谷3の堆

積層断面。西向きに撮影。断面の高さ約

18m。 最上部2枚は中世の堆積層。断面

中位やや上までの明るい色調の数枚の堆

積層は古墳時代中・後期。この下位層を

掘り込んだ窪みは、弥生時代中・後期の

上器を含む溝(弥生清)の断面。谷をして

いるのは縄文時代晩期以後の堆積層と考

えられる。

_重■:●孵F―■Pri騨撃|
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● 西ノ辻 16次

022

西ノ辻 16次調査区、谷 1の推積層断面。

西向きに撮影。写真 026の奥から2本め

のアゼ。断面の高さ約 3m。 最上部の2枚

は中世の堆積層で、下面が中世遺構の検

出面。写真 115～ 158。 断面中位の、上

面に凹凸があり暗く影になった層とその

直下約 25cmの範囲は古墳時代中・後期

の堆積層。これより上は古代から中世の

堆積層。古墳時代堆積層の下位には、暗

い色調の堆積物で充填 された弥生時代

中。後期の澪筋の断面が2つ見られる。右

側は谷 1内 を連続 して伸び、左側の浅い

澪筋は、谷 2に伸び、本調査区内で終わ

る。上述 した弥生溝は、この澪筋を切っ

ていた。写真 026、 027参照。澪筋下底よ

り下の堆積層は縄文時代晩期以後の堆積

層と考えられる。最下部で更新統ベース

に載る堆積層は、谷 1、 2、 3と もに、ほ

ぼ同じ層相を示す。

023

西ノ辻 16次調査区西辺、谷 1と その直上

の堆積層断面。スケールは1.5m。 西向き

に撮影。写真 022の断面の下流側に位置

し、ほぼ同じ累重がみられる。弥生時代

の澪筋は1つになっている。

弥生時代

● 西ノ辻 10次

024

西ノ辻 10・ 16次調査区。国道旧170号線

上空から、東向きに撮影。写真上部を横

切る道路は東高野街道で、その向うが神

並 4次調査区。同調査区では、鉄道の橋

脚工事が進行 している。中央上寄りが西

ノ辻 10次調査区で、谷 1、 2、 3の掘削は

ほぼ更新統ベースに達 している。写真下

半の西ノ辻 16次調査区では、谷呵の北岸

に古墳時代中期の水利遺構のベースを残

し、他の領域では、弥生時代の堆積層の

上面が検出されたところ。写真右端に当

時の国道 308号線がはしる。

r―

埋没流路(弥生時代中期末堆積層下

底 )の 検出状況

14



025

西 ノ辻 10・ 16次調査区。写真 024の領

域 をほぼ西向きに撮影。

● 西ノ辻 呵6次

026

西ノ辻16次調査区、弥生時代中期末～後

期遺物包含層のベースの検出状況。ほぼ

全景。西向き(上流から下流方向)に撮影。

谷1は 、東北東(画面右下)か ら調査区に入

り、緩やかに屈曲して西流する。谷 2に

は、浅い澪筋がみえ土器辺が集合する部

分がみられる。調査区西部では、谷 2か

らの澪筋は谷 1の澪筋に合流する。合の

谷壁斜面は緩やかで、調査区のほとんど

の領域で谷の充填堆積物が分布 した。こ

の幅広い谷が埋没するのは、古代末(お そ

らく平安時代)と 考えられる。

027

西ノ辻16次調査区、弥生時代中期末～後

期遺物包含層のベースの検出状況。写真

026の状況を調査区南西部から北東方向

に撮影。丸い穴は中世の井戸の跡。

崖
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埋没流路 内の弥生土器 出土状況

常 ヽ

>● 神並 4次

028

神並 4字調査区東部。谷 1の弥生時代後

期の上器出土状況。画面上が北。土器片

は東西方向に伸びる谷1の澪筋から南谷

壁斜面にかけて分布 し、南岸から投棄さ

れたことを示 している。

● 西ノ辻 16次

029

西ノ辻 16次調査区南東部、谷 2。 弥生時

代中期末～後期初頭上器片の出土状況。

南西方向に撮影。手前のアゼは、写真026

の左手前のアゼ。分布の幅は狭いが、こ

こでも土器片は澪筋から南側谷壁斜面に

かけて散布 していた。これらを含む堆積

層を、西ノ辻10次調査区の「弥生清」が

切ることなどから、谷2は弥生時代後期

には埋積がすすみ、かなり浅くなってい

たと考えられる。

030

西ノ辻 16次調査区東部、谷1の南谷壁上

部で検出された弥生時代中期末の上器棺

墓。脚部を打ち欠いた脚付鉢の蓋が甕の

上部を覆う。ともに弥生時代中期末の上

器。本調査区より西の西ノ辻 17、 23、 27

次調査区の谷中でも同時期の上器棺が検

出された。

● _― ― _
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● 西ノ辻 10次

031

西ノ辻10次調査区、西辺南部で検出され

た通称「弥生清」。西向きに撮影。画面上

端が本調査区西辺。溝の画面右上半部に

かかる部分は、下位の谷3の充填堆積物

を切っている。清の幅約 80cm。 この写

真の撮影範囲の南東側 (写真 032、 033)|

で、弥生土器片が多産 した。      、

032

西ノ辻10次調査区、南西部の弥生溝上部

の検出状況。南東方向に撮影。画面右上

隅に見える壁は、調査区南辺の壁。清は

明るい色調の更新統堆積層 をベースと

し、暗い色調の砂礫質シル トで充填され

ていた。画面左上と右側にその輪郭がみ

られる。掘 り下げるといくぶん幅は狭 く

なった。弥生時代中期末のから後期初頭

の上器が出上 した。

033

西 ノ辻 10次調査区、南西部、弥生清内の

上器出土状況。南東方向に撮影。土器が ,
破損状態であること、向きや深度がまち

まちであることなどから、溝を充填する

堆積物とともに一時に廃棄されたと考え |

られる。



弥生時代中期末～後期の埋没流路ナ佳

積層断面

● 西ノ辻 10次

034

西ノ辻 10次調査区西辺北部、谷1内南寄

りの堆積層横断面。西向きに撮影。断面

上面直上は中世の遺構検出面。断面上面

から段の下約 25cmま では古代から中世

までの

'生

積層。その下位に2～ 5cmの厚

みで数枚重なる推積層は6～ 7世紀の堆

積層で、その上部から多数の動物の足跡

がみつかった。その下位で礫が挟まる付

近は5世紀の堆積層。さらにその下位は

弥生時代中期～後期。断面最下部は弥生

時代より古 く、縄文時代晩期か後期と思

われる。

● 西ノ辻 16次

035

西ノ辻 16次調査区北東部、谷1の弥生時

代中期～後期堆積層の横断面。西向きに

撮影。断面上面の窪みは古墳時代中期水

利遺構を除去 した跡。層相は、断面中央

下部の泥質砂層と砂礫層の互層と、中上

部の泥質砂～砂質泥層の2つに分けられ

る。下部からは多くの弥生時代中期の遺

物 が出上 した。断面最上部左上の約

10cmは 水利遺構ベースの盛土。

036

西ノ辻16次調査区北東部、谷 1。 写真035

の下流約 5m地点の堆積層縦断面。最上

部約 20cmは 古墳時代中期の水利遺構に

ともなう盛上、その下は弥生時代中期～

後期の堆積層で、泥がちな上部と砂礫層

を挟む下部の層相が区分される。下部の

泥質砂層は泥がちで、有機物に富む。

18



037

西ノ辻 16次調査区中央部、谷 1・ 2合流部

(谷 1側 )の堆積層断面と弥生土器出土状

況。写真 026の奥から3本めのアゼ、右

寄りの位置。ほぼ西向きに撮影。中央～

左側は横断面で、右側は写真036か ら続

く縦断面。下部の弥生時代中～後期の堆

積層には明瞭な砂礫層はなくなるが、や

はり砂礫に富み、有機物を多 く含む砂質

泥層が続 く。その上面は擾乱を受け、凹

凸をなす。全体として上方細粒化するよ

うに見える。断面最下部の明るい色調の

サ佳積層は縄文時代後・晩期のものと考え

られる。

038

西ノ辻 16次調査区中央部、谷 1・ 2合流部

(谷 2側 )の堆積層横断面。西向きに撮影。

写真26の奥から3本めのアゼ。断面の高

さは約 1.6m。 最上部約20cmは古墳時代

中期水利遺構ベースで、古墳時代の堆積

層。砂質シル ト～シル ト質砂。写真中。上

部は、あまり礫を含まない上部と、礫が

レンズ状に挟まれる下部に区分される。

弥生時代堆積層の下面は少 し窪んで澪筋

をなす。下部の泥混 じり砂礫層はおそら

く縄文時代後・晩期。手前の地面は更新

統ベースの直上。

039

西ノ辻 16次調査区東部、谷2を 埋める

堆積層の横断面。写真 026の左手前の

アゼを東向きに撮影。断面の高 さ約

1.6m。 断面上部の明るい色調の範囲の

上半は古墳時代に堆積層。その直下と

さらに下位の堆積層、その下の谷中央

部で落ち込んでいる層は、おもに弥生

時代中期。下部と谷壁を厚 く覆い、礫に

富む堆積層は縄文後・晩期。谷の底はほ

ぼ更新統ベースに達 している。

峙́デ     と _..            
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040

西ノ辻 16次調査区西部、谷 1を 埋める堆

積層の横断面。写真26の最も奥のアゼを

西向きに撮影。最上部は古墳時代中期、

中部の色調がやや暗く左右両谷壁寄りに

澪筋を埋めるシル ト質砂～砂質シル トは

弥生時代中期、更新統ベースの谷底から

左の谷壁に載る下部のつぃできそうは縄

文時代後・晩期の堆積層。

041

西ノ辻 10次調査区北東部、谷 1、 弥生時

代後期～古墳時代中期前半の貯木層。古

墳時代中期の水利遺構ベース層と遺構検

出面直下の層準で検出された。南西方向

に撮影。枝を払い、部分的に樹皮を除去

したさまざまな長さ、太さの木材が、充

l,.●工|

■

,填 がすすみ浅くなった開析流路の底に流

路と平行に、2、 3重に敷き並べられてい

た。写真 017参照。枝の基部や材の木回

には切削痕跡がみとめられた。神並4次

調査区でもこの一部が検出された。

042

西ノ辻 10次調査区北東部、谷 1、 弥生時

代後期～古墳時代中期前半の貯木層。写

真041と 同じ状況を北側から南南東方向

に撮影。左上は調査区東辺、谷1の断面。

土嚢袋の横の穴は木組暗渠の部材を抜き

取った跡。

ー

_r=

弥生時代後期～古墳時代中期前半のあ

る時期の貯木層 (西 ノ辻 10次 )

●` ■ kl
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043

西ノ辻 10次調査区北東部、谷 1、 弥生時

代後期～古墳時代中期前半の貯木層下

部。写真 041、 042の木材を除去 し、さ

らに下に木材を検出した状況。西向きに

撮影。

044

西ノ辻 10次調査区、谷 1東端部、水利遺

構ベースをなす弥生時代後期～古墳時代

中期堆積層からの木質遺物出土状況。北

東方向に撮影。写真 045の直下の層準。

画面中央、上寄りの板状の遺物は、写真

045上端の扉板で、周辺の遺物を除去 し

たところ。

045

西ノ辻 10次調査区、谷 1東端部、水利遺

構ベースをなす弥生時代後期～古墳時代

中期堆積層からの木質遺物出土状況。南

西方向に撮影。板材、棒材のほか、削屑

が多数出上 した。写真041右奥と同じ状

況。

水利遺構ベース層の木製品 。木材出

土状況 (西 ノ辻 10次 )
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046

西ノ辻 10次調査区、谷 1東端部、水利遺

構ベースをなす弥生時代後期～古墳時代

中期堆積層からの木質遺物出土状況。写

真 045手前の遺物の部分拡大。

古墳時代

古墳時代中期の水利遺構の全体について

は付図 3参照。

● 西ノ辻 16次

048

西ノ辻 16次調査区、古墳時代中期の水利

遺構検出面の全景。調査地南側上空から

撮影。調査区北東から中央部にかけて貯

水池、水汲み場、導水溝などの施設が検

出された状況。谷 2か ら谷 1の下流側 は、

埋積途中の状態で、砂やシル トが分布す

る。

″■
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R 047
11西 ノ辻 10次調査区北辺中央部、水利遺

構のベースをなす弥生時代後期～古墳

時代中期
'生

積層からの木質遺物出土状

況。写真 044～ 046の下流側。東北東

方向に撮影。
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古墳時代中期末の水利遺構
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049

西ノ辻16次調査区、古墳時代中期の水利

遺構検出面の全景。写真 048と 同じ状態

を西向きに撮影。

● 神並 4次

50

神並4次調査区北東部、谷 1古墳時代中

期
'佳

積層から出上 した楯持人物
'直

輪。南

西方向に撮影。近傍からは、もう1イ回体

分の楯持人物埴輪の破片が出上 した。地

層の明瞭な連続は確認されなかったが、

写真051以下の水利遺構と同時期に廃棄

され埋没 したと考えられる。

051

神並 4次調査区北西部、谷 1の樋状木製

品。神並 4次、西 ノ辻 10・ 16次調査区の

谷1内に連続 して築造された古墳時代中 t

期の水利遺構の最上流部に位置する。南

東方向に撮影。右下が下流側。樋状木製 ・

品の長さ約 2m。 両側面から底面にかけ Ⅲ

て逆台形の横断面をなす。上面の中央部 il

に縦の溝が彫 られ、上流側には一段深 く

方形の水溜めの窪みが彫 られている。こ

の木製品に隣接 して、細い柱根が残存す

るとともに、柱材 らしい丸太が出上 した

ので、覆屋があったと考えられる。

23



● 西ノ辻 10次

052

西ノ辻 10次調査区、谷1東端部の木組暗

渠。写真051の樋状木製品から流下 した

.  
水は、この暗渠を通過する。西向きに撮

>■  影。写真上が下流側。流路に並行 して両

士  岸に数枚の板を横向きに立て、杭 と盛土

f  で固定 して幅約 60cmの 水路を作った

後、建築部材であったと思われる板や角

材でそれを覆っている。さらにこれらは

盛り上で覆われていた。最も長い材は約

2.3m。 西から3枚の板材は扉の転用であ

ろう。

053

西ノ辻 10次調査区、谷1東端部の木組暗

渠。写真 052と ほぼ同じ状況を真上から

撮影。

054

西ノ辻 10次調査区、谷1東端部の木組暗

渠。写真 052、 053と 同じ状況を東向き

に撮影。

町  ~一 ヽ
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055

西ノ辻 10次調査区、谷 1東部。木組暗渠

の下流側の状況。東向きに撮影。画面右

上隅に木組暗渠の端が見える。木組暗渠

を通過 した水は、写真056以下に示す、よ

切下流側の導水溝に流入 し、必要に応 じ

てそれと並行 して築造された貯水池に引

き込まれた。木組暗渠と導水溝の上流端

(画面右下)と の間は、浅い窪んだ流路が

連続 していた。その底面には、一連の水

利遺構築造直前に使われた溝(白線部分)

が検出された。

056

西ノ辻 10次調査区北部、谷 1。 貯水池列

と導水溝の検出状況。北西方向に撮影。

画面左上が下流側。谷中に盛上を施すと

ともに、南側の谷壁に沿って導水溝が掘

られ、北側の谷壁から中央部には石致で

護岸された貯水池が作 られた。本調査区

と西ノ辻16次調査区で4基の連続 した貯

水池(上流から1～ 4と 付番)が検出され

た。写真のもっとも手前のアゼの下流側

に堰が設けられ、堰き止められた水が、

盛上に埋め込まれた木管を通って、最上

流側の貯水池1南東隅に流入する仕組み

であった。写真 058～ 063参照。

057

西ノ辻 10次調査区北部、谷 1。 古墳時代

中期の貯水池列と導水溝の検出状況。写

真 056と 同じ状況を南側から撮影。画面

右上の貯水池1は石敷の側壁上部での幅

約 5m、 導水方向の長さ約 5.5m。 画面中

央部の貯水池 2の推定幅約 5m、 長 さ

5.5m。 深さはともに約 0.8m。 これらは

側壁上部に設置された木管でつながれて

いた。貯水池2の方がわずかに低くつく

られていた。
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058

西ノ辻 10次調査区北東部、谷 1。 古墳時

代中期水利遺構の貯水池 1と 導水溝の東

端部。写真 057の部分拡大。北東方向に

撮影。導水清の右側のアゼの横に、貯水

池 1に水を送る木管の端部がみえる。そ

の下流側が堰の残骸。

059

西ノ辻 10次調査区北東部、谷 1。 古墳時

代中期水利遺構の導水溝最上流部の堰の

遺構。南西方向に撮影。画面右上の材を

溝の両岸に差 し渡 し、他はそれに持たせ

掛けるように直立 して堰の骨組みを作っ

ていたと思われる。導水清中の他の部分

では石材が出土 しなかったので、これら

の石材 とくに堰の遺構に付随 し、清底に

敷かれていたと考えられる。左下は取水

国となる木管の端部。

060

・  西 ノ辻 10次調査区北東部、谷 1。 古墳時

I代中期水利遺構の導水清最上流部の堰の

遺構と木管の取水側端部。北西方向に撮

影。写真059左端のアゼを除去 した状況。

26



061

西 ノ辻 10次調査区北東部、合 l① 古墳時

代中期水利遺構、貯水池 1の南東隅。導

水清 と貯水池 1を つなぐ木管の注水口側

端部。周辺の礫 は湖水地 1側壁の護岸材

沐斗。

062

西ノ辻 10次調査区北東部、谷 1。 古墳時

代中期水利遺構、貯水池 1の南東隅。導

水溝と木管の注水回側端部。写真 061と

同地点で、同辺の石材 と堆積物を除去 し

た状況。南西方向に撮影。

063

西 ノ辻 10次調査区北東部、谷 1。 古墳時

代中期水利遺構、導水溝 と貯水池 1を つ

なぐ木管の検出状況。木管は半裁丸太材

を害」竹形】犬に くり貫 き、上下 2枚 を管】犬

に合せたもの。注水口側 は、下部材が約

10cm突出 して、樋状 をな し、その下に

は平坦面 を上向きに した礫が設置 されて

いるようにみえる。木管の長 さ約 2.5m。

南西方向に撮影。
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064

西ノ辻 10次調査区北部、谷 1。 古墳時代

中期の水利遺構、貯水池1～ 3と 導水溝。

西南西方向に撮影。貯水池側壁の傾斜は

約 30° 、石敷の礫はおもにハンレイ岩

で、花コウ岩が混 じる。側壁の上部は、石

材や盛上が散乱 した
''欠

損 した部分が

あった。

065

西 ノ辻 10次調査区北部、谷 刊。古墳時代

中期の水利遺構、貯水池 1～ 3と 導水清。
―写真 064と 同じ状況を西向きに撮影。

066

西ノ辻 10次調査区北部、谷 1。 古墳時代

中期水利遺構、貯水池1の西半部(画面右

側)と 貯水池 2(左側)、 それらをつなぐ木

管。画面下は導水溝。北向きに撮影。
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067

西に辻 10次調査区北部、谷 1。 古墳時代

中期水利遺構、貯水池 1と 2を つなぐ木

管。貯水池珂の排水回側から西北西方向

に撮影。排水口には管径より少 し長い板

材が貼 りついて検出された。流水を調節

していたものと思われる。下部材がわず

かに出ている。

068

西ノ辻 10次調査区北部、谷 1。 古墳時代

中期水利遺構、貯水池 1と 2を つなぐ木

管。画面中央の貯水池2の石敷を検出中。

北東方向に撮影。貯水池2で は木管の上

の盛土、敷石はすでに失われていた。こ

の本管も割竹状の部品を上下に合せたも

ので、長さ約 3.8m、 直径約 30cm。 注水

口側では下部材が樋状に約40cm出 てい

る。

069

西ノ辻 10次調査区北部、谷 1。 古墳時代

中期水利遺構、貯水池2側に突出した木

管。写真068の左半とその近傍の堆積層

断面。木管の端部は画面右側の石敷の位

置から約 1.5m突 出 している。堆積層断

面では、樋状先端直下の層界が落込み、

流入・落下 した水で掘 られたようにみえ

る。
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070

西ノ辻 10次調査区北辺中央部、谷 1。 古

墳時代中期水利遺構、貯水池2と ベース、

それらの上位の)佳積層断面。北向きに撮

影。上半のごく明るい色調の範囲は盛土

層。その下位のやや明るい色調の堆積層

は奈良時代から近世までの堆積層。犬走

りの直下約 40cmは 6～ 7世紀、それよ

り下はおもに古墳時代中・後期の堆積層。

071

西ノ辻 10次調査区北西部、谷 1。 古墳時

代中期水利遺構の貯水池3と 導水清。北

西方向に撮影。右端は貯水池 2の護岸石

材。貯水池3は西下流側の 16次調査区で

検出された部分も含めて、幅約4.2m、 長

さ約 13m。 平面形状では、貯水池 1、 2の

約 2倍、深さ、貯水量を考慮すると3倍

ほどの規模になると思われる。

072

西ノ辻 10次調査区北西隅、谷 1。 古墳時

代中期水利遺構、貯水池3と その上位の

堆積層断面。北西方向に撮影。石敷上端

より上の地層は水利遺構廃絶後に推積 し

たと考えられる。中位上寄りの明暗を繰

り返す40cmほ どの範囲は古墳時代後期

から奈良時代の堆積層。

F・4■ 守
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● 西ノ辻 16次

073

西ノ辻 16次調査区北東部、谷 1。 古墳時

代中期水利遺構、貯水池3西端部、貯水池

4、 およびこれらをつなぐ木管。南向きに

撮影。貯水池 4側壁の石敷上部での幅は

45m、 長さ 11.2m、 深さ0.75m。

074

西ノ辻 16次調査区北東部、谷 1。 古墳時

代中期水利遺構、貯水池3と 4を つなぐ木

管。南向きに撮影。左下は貯水池 3、 右上

は貯水池 4。 写真 073の部分拡大。長さ

4.7m。 上半部の一部が下半部に落ち込ん

だ状態で検出された。

075

西ノ辻 16次調査区北東部、谷 1。 古墳時

代中期水利遺構、貯水池4。 南向きに撮影。

写真 073の部分拡大。石致の礫の配列が

崩れ、散乱 したり欠如 している部分があ

')、
廃絶時に水利遺構全体が破壊された

可能性がある。南側 と東側の側壁では、石

敷より上に貯水池の掘 り込みの輪郭がみ

とめられ、この部分の石材が持ち去 られ

たと思われる。
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076

西ノ辻 16次調査区北東隅、谷 1。 古墳時

代中期水利遺構、貯水池 4西端部付近の

遺物出土状況。5世紀後半の須恵器、土

師器が出上 した。ほぼ西向きに撮影。画

面左上は、貯水池4と その下流側の通称

「水汲場」(写真 077、 078)を つなぐ木管。

077

西ノ辻 16次調査区中央部、谷耳右岸寄 り。

古墳時代中期水利遺構、貯水池 4の下流

側で検出された通称「水汲場」。南向きに

撮影。左が上流側。貯水池 4の下流端か

ら約5.2m離 れた地点から約8mの区間で

検出された。貯水池4か ら調査区中央部

までの施設(写真 081ま で)は 、南西方向

に直線的に配置され、導水の軸が通って

いた。水汲場は、貯水池 4か らのびた木

管の注水部が取りつき、導水方向に直交

する長方形の水槽(幅 0.6m、 長さ2.2m、

深さ0.2m以上)と 、この下流側に隣接 し、

横向きに立つ板に仕切 られた水溜め部(幅

約 0.4m)、 それに上流端を接 して L字上

に設置された樋状木製品(幅 85cm、 長さ

約 5m)、 L字プランの内側に礫を配置 し

てつくられた足場、これらの周囲で検出

された柱根、柱穴から復原される覆屋(1

×7間、導水方向に長 く約 8× 4m)か ら

なる。

078

西ノ辻16次調査区中央部、谷1右岸寄り。

古墳時代中期水利遺構の水汲み場。写真

077と 同じ状況を上流側からほば南西方

向に撮影。手前が上流側。貯水池 4か ら

の木管は、水槽の縁の左寄りにわずかに

残存する。これと同じ長軸で、水槽から

水溜めを越 し、樋状木製品までは短い木

管ないしは樋がかかっていた形跡がみら

れた。樋状木製品は水利遺構最上流端の

木製品(写真051)の大型品。
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079

西ノ辻 6次調査区中央部、谷 1北岸。古

墳時代中期水利遺構の下流部で検出され

た木管とその両側に打ち込まれた杭 (あ

るいは柱)。 北東方向に撮影。写真上部が

上流側。水汲み場の下流狽1、 約5mで、杭

は木管を挟んで2対、07mの間隔で立

ち、杭の間を木管が通っていた。杭は角

材で、先は尖っていた。杭の近傍には、棒

材の破片と礫が残存 していたことから、

さらに木材を用いた造作があったものと

考えられる。

080

西 ノ辻 16次調査区中央部、谷 1北岸。古

墳時代中期水利遺構にともなう木管の破

片。北東方向に撮影。写真 079の下流倒。

081

西ノ辻 16次調査区西部、谷1内 で出上 し

た木管の破片。南西方向に撮影。近傍の

北岸には矩形の窪みに礫が散布する場所

が検出され＼貯水池があったと考えられ

る。さらに本調査区と旧国道 170号線を

はさんで西側の西ノ辻 司7次調査区でも

木管が出上 してお
',、

古墳時代中期の水

利遺構は、神並4次調査区から下流へ延

長 100m以 上続いていたことがわかっ

た。
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082

西ノ辻 16次調査区東部、谷 1左岸寄り。

古墳時代中期水利遺構の貯水池列に並行

してのびる導水清下流部の側壁で検出さ

れた矢板列。北東方向に撮影。画面の左

外に貯水池4があり、これらの間には盛

上が分布する。矢板列はこの場所以外で

は見つからなかった。

083

西ノ辻 16次調査区東部、谷 1左岸寄り。

古墳時代中期水利遺構、導水清下流部

分。清の幅約 lm。 ほぼ北東方向(上流側 )

に撮影。写真 082の 上流側。
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084

西ノ辻 16次調査区、北東部谷1左岸寄 り。

古墳時代中期水利遺構の導水溝 を充填す

る堆積層の横断面。北東方向に撮影。砂

:it礫をレンズ状に挟む泥質砂によって充填

されている。最上部の砂礫の夕い地層は

水利遺構廃絶後の堆積層。断面の高さは

約 70cm。
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085

西ノ辻 10次調査区北東部、谷 1、 古墳時

代中期水利遺構の貯水池 1の 旧石敷遺

構。写真 056～ 058な どで見られた同貯

水池東辺と北辺の石致の下により古い石

敷が残存 していた。導水清と貯水池をつ

なぐ木管の中程を横切って旧石敷にとも

なうと考えられる古い導水溝の輪郭が現

れている。画面上がほぼ東。

086

西ノ辻 10次調査区北東部、谷 1、 古墳時

代中期水利遺構の貯水池 1の 旧石敷遺

構。写真 085の部分拡大。地上で、北東

方向に撮影。

087

西ノ辻 10次調査区北東部、谷 1、 古墳時

代中期水利遺構の貯水池 1の 旧石敷遺

構。写真 085、 086の 部分拡大。
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088

西ノ辻 10次調査区北部、谷 1。 古墳時代

中期水利遺構下部層準の遺構群。東北東

方向に撮影。貯水池列とこれに並行する

谷南縁の導水溝が円弧状に伸び、それら

の間に、旧期の貯水池列にともなう導水

清(白 線を引いた清)が盛上の下部層準で

検出された。画面奥の貯水池 1の 東辺と

北辺の側壁には、より古い石致が残って

いた (写真 085～ 087)。

089

西ノ辻 10次調査区北部、谷 1。 古墳時代

中期水利遺構下部層準の遺構群。写真

088の 部分拡大。北東向きに撮影。

090

1西 ノ辻 10次調査区北部、谷 1。 古墳時代

,中期水利遺構下部層準で検出された旧導

水溝(写真中央の白線の引かれた清)。 右

側は谷 1南縁に伸びる導水清。左側は貯

水池 3の石敷を除去 した跡。写真 088、

089と 同じ状況の部分拡大。画面左上が

上流。溝の幅約 60cm、 深さ約 25cm。 南

東方向に撮影。
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● 西ノ辻 16次

091

西ノ辻16次調査区北東部。古墳時代中期

の水利遺構、貯水池4の南西部石組から

側溝までの南東―北西断面。南西方向に

撮影。写真右手は、貯水池の護岸石材。分

層線のある地層は、水利遺構構築時の盛

り上ないしは擾乱堆積物。左手で2つの

落込みが重複 しており、右側の盛土下に

あるものは旧期の導水溝、それを切る左

側の落込みは新期の導水溝。スケールは

約 1.15m。 西ノ辻 10次調査区ではほぼ並

行 して伸びていたが、本調査区では切り

合う。

092

西ノ辻16次調査区北東部、谷1右岸寄り。

写真 091左側の新旧導水清の部分拡大。

093

西ノ辻 16次調査区、北西隅。谷 1の古墳

時代中期水利遺構(貯水池 3と 4付近)の

施設、盛土を除去 した状態。北東方向に

撮影。緩やかに窪む澪筋にほば並行 し

て、水利遺構構築直前に掘 られた排水溝

が検出された。
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094

西 ノ辻 16次調査区、北東部。古墳時代中

期水利遺構の盛土上面直下で検出された

清状の遺構。写真 093の西側。南東方向

に撮影。画面右 は水汲場の遺構。

095

西ノ辻 16次調査区、北東～中部北寄り。

古墳時代中期水利遺構の盛土上面直下で

検出された溝状の遺構。写真094の西側。

南南東方向に撮影。

096

西ノ辻 16次調査区。谷 1・ 2の 6・ 7世紀

堆積層の検出面。西ノ辻10次調査区上空

から西向きに撮影。)牲積層の上面で動物

の足跡が検出された。

6～ 7世紀の足跡検出面

(西 ノ辻 16次 )

Ｔ
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097

西ノ辻 16次調査区、中央部東寄
')。

谷 1

の 6・ 7世紀足跡検出面。東向きに撮影。

偶蹄日、鳥類の足印、行跡が検出された。

偶蹄目の科・種は判然としない。シカ、イ

ノシシ、カモシカ、ウシなどが考えられ

る。写真左上部には、下位層準の古墳時

代水利遺構の一部が露出している。

098

西 ノ辻 16次調査区、中央部(写真 097の

下流側 )。 谷 1の 6・ 7世紀足跡検出面。北

向きに撮影。写真上部には、下位層準の

古墳時代水利遺構の一部 が露出 してい

る。

奈良時代の遺構
● 神並 4次

以下、奈良時代の落込みは古い順。

099

神並 4次調査区北東部、奈良時代の落込

み(池)と 谷1の輪郭 (写真上部の白線)の検

出状況。南西方向に撮影。池の岸は人為

的に掘削 され形が整えられた部分があっ

た。
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100

神並 4次調査区北東部、奈良時代の落

込み(池)の検出状況。写真099の直上層

準での検出状況。北東方向に撮影。写

真上部の壁は、谷 1の谷壁をなす更新

統のベース。左上は本調査区北辺の壁。

落込みの底から手前は古墳時代後期か

ら奈良時代までの堆積物からなる。西

側の岸から写真 101の下流側の落込み

の東西両岸を構成する堆積物は盛土あ

るいは造成直前まで同国に分布 した耕

作上の可能性がある。

101

神並 4次調査区北部中央の落込み検出

状況。谷 1を 埋める奈良時代堆積層中

で検出された。南東方向に撮影。画面

左上のベル トコンベアの向 うに写真

099、 100の落ちこみ。これらは同時期

に併存 していた。南北の断面は浅い皿

状で、ほとんど埋積された谷 1両岸の

形をとどめるが、東西両岸は、谷 1に

直交 した直線的な輪郭が削り出されて

いる。

102

神並 4次調査区北東部、奈良時代の落

込みの上位に重なる中世以後の落込み

(池 )の東西方向南向きの断面。右の壁は

更新統のベースで、奈良・平安時代の

落込みの壁とほぼ共有する。画面の幅

約 3m。
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103

神並 4次調査区西部。谷 1の充填堆積層

の最上部を占める奈良時代の堆積層断

面。東西方向、南向きの壁。北西方向に

撮影。画面左には、写真 099～ 101の落

ちこみの下流側に位置 し、同時期に機能

したと考えられる小規模な落込みが検出

された。右の数枚の堆積層は上述の落込

みの壁を構成する。踏み込み、あるいは

ブロック土と考えられる凹凸が層界にみ

とめられる。

104

神並4次調査区西辺部北寄りで検出され

た南北方向の段差 と溝。南西方向に撮

影。画面右上は調査区西縁。段差に沿っ

て溝が掘 られていた。段差は2、 3回 、異

なる位置で削りこまれたように見える。

溝の周辺で礫が散布する場所があった。

これらの溝と段差を埋めるかたちで北東

方向から(谷 1の上位に重なって)流入、堆

積 した数～10数cmの礫質砂層が東側の

低い面を覆い、南にその分布域が拡がっ

ていた。同層中から奈良時代の上器片が

出上 した。

105

神並4次調査区西辺部北寄りで検出され

た南北方向の段差と溝。写真 104中央部

の部分拡大。北西方向に撮影。
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106

神並 4次調査区西辺部南寄 りで検出され

た南北方向の段差 と溝。写真 104、 105の

南側、北北西方向に撮影。

● 西ノ辻 10次

107

西ノ辻 10次調査区西部、奈良時代の杭

列と横木の検出状況。南南西向きに撮

影。谷 1・ 2に直交 し、南北方向に約20m

にわたって作 られていた。この上に盛

土を施 し、堤あるいは堰のような遺構

が構築されたと考えられる。検出され

た杭、横木間の堆積物 を取 り除いた

ベース面では、この遺構より東が一段

高い。

108

西ノ辻 10次調査区西部、奈良時代の杭

列と横木の検出状況。写真 107中央部

を北西方向から撮影。
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109

西ノ辻10次調査区、中央南寄切で検出さ

れた奈良時代の東西方向の杭列と横木。

谷 2の南岸付近に構築 され、盛土を保持

するものであったと考えられる。本調査

区では、この護岸施設から谷可の北岸ま

でが、ひと繋がりの浅 く幅広の谷地形を

なしていたと思われる。この杭列の延長

部は、西側の西ノ辻16次調査区でも検出

された。

110

西ノ辻16次調査区、奈良時代堆積層を除

去 した谷 1・ 2の状況。ほば全景。南東方

向に撮影。白線は推積層の分布範囲。写

真 111の護岸の杭列は、画面左上の低い

崖状になった部分で検出された。

111

西ノ辻 16次調査区南東隅、谷 2南岸で検

出 された奈良時代の杭列。西向 きに撮

影。
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刊12

西ノ辻10次調査区東辺南部、古墳時代～

近世の堆積層断面。南東方向に撮影。断

面下部の明るい色調の堆積層は更新統

ベースで、この断面付近で急に高度を上

げる。それよ
''上

の下半部は古墳時代か

ら奈良時代。その最上部のやや明るい色

調の層の上面が中世遺構の検出面。その

上位には中世後半以後の堆積層が載る。

大きな落込みは近世の造作と思われる。

113

西ノ辻 10次調査区東辺中央部、古墳時

代～近世の堆積層断面。東向きに撮影。

写真の左右は、それぞれ写真 114、 112

と重複。画面左の更新統ベース上面が

低 くなっているところが谷 1の落込み

にあたり、写真 114の中央部付近から

急激に低下する。

‖14

西ノ辻 10次調査区東辺北部、古墳時代

～近世の堆積層断面。北東方向に撮影。

谷 1の全幅がほぼ写っている。断面下

端から中位やや下までの暗い色調の範

囲は、古墳時代中期から7世紀までの

堆積層。写真 113の 中央まで分布する。

断面下端から突き出ているのは、写真

052～ 054の木組暗渠の部材。
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中世の遺構

西ノ辻 刊0、 16次調査区の中世遺構の分

布はそれぞれ付図 5、 6を 参照。

● 西ノ辻 10次

115

西ノ辻 10次調査区、中央部西端の鎌倉・

室町時代遺構群。東向きに撮影。右端は

井戸 28。 左端では建物 3の一部がみられ

る。南北に並行する細い溝は、上位の耕

作土層にともなう鋤跡と思われる。

116

西ノ辻 10次調査区、中央部の鎌倉・室町

時代の遺構群。東向きに撮影。手前の落

ちこみは土)廣 15。 やや左寄りを溝9が東

西にのびる。画面中央から右寄
')の

細い

溝は上位の耕作土層にともなう鋤跡と思

われる。

117                        、

西ノ辻 10次調査区北部の鎌倉・室町時代 :

遺構群。東向きに撮影。手前の南北方向 イ

の清は溝42。 その東側を並行する溝は近 |

世以後の耕作地にともなう溝。溝 11が 、

これらに直交 して東西にのびる。本調査

区東側の神並 4次調査区では、この時期

の遺構が検出されなかったので、集落の

東縁は本調査区東部にあったと考えられ

る。本調査区では、同時期の溝、井戸、掘

立柱建物、土ナ廣、土ナ療墓などが検出され

た。
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118

西 ノ辻 刊0次調査区北東部、鎌倉・室町

時代の遺構群。写真 117の部分拡大。東

方向に撮影。

119

西 ノ辻 10次調査区北東部、鎌倉・室町

時代の遺構群。写真 117、 118の部分拡

大。東方向に撮影。手前から丼戸 10、 8、

11、 土ナ廣 2、 井戸 11な どが分布する。

120

西ノ辻 10次調査区北部西寄り、鎌倉・室

町時代の遺構群。東向きに撮影。左から

土ナ度6、 7、 8、 10、 11な どが分布する。

画面左は、手前から丼戸 15、 13。 画面を

横切る溝のアゼに重複 して井戸 14が検

:おlFi

■ヽ   出された。中央部には、東西1間、南北

超倒は2間の建物2が復原された。
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121

西 ノ辻 10次調査区の北西に隣接 した調

査区(工事用進入路造成に先立つ調査)東

半部の鎌倉 。室町時代遺構。北北東方向

に撮影。井戸30、 31で 、後者からは「蘇

民将来」札が出土した。

122

西 ノ辻 10次調査区の北西に隣接 した調

査区西半部の鎌倉・室町時代の柱穴検出

状況。北向きに撮影。柱穴には根石 を残

すものもあったが、検出された深度はご

く浅 く、この遺構形成面 は、空町時代以

後に削平 されたと考えられる。

123

西 ノ辻 10次調査区北西部、ピッ ト337の

断面 と柱根。
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124

西ノ辻 10次調査区、北東部の井戸 1検出

状況。南向きに撮影。東西 2.5m、 南北

2.5mの 円形掘方の中央に、円形に礫 を並

べ、その下に直径約 60cmの瓦質土管の

井筒を据えている。このような構造の井

● :i戸は、西ノ辻10。 16次調査区内では日住一

のものである。

125

1西ノ辻 10次調査区南東部、井戸 23の木
!製

品、土器の出土状況。北向きに撮影。

126

西ノ辻10次調査区南東部、調査区中央部

寄りの井戸 26。 東西 2.3m、 南北 1.4mの

素掘り井戸。13世紀後半の瓦器椀や土師

器皿が出土 した。西ノ辻 10・ 16次調査区

からは、鎌倉・室町時代の井戸が66基検

出されたが、このうち63基 は素掘りで、

石積や瓦積、土管、曲物、板材などによっ

て井戸枠を構築するものは少ない。
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127

西ノ辻 10次調査区中央部西寄りで検出

された土ナ廣 15。 南西方向に撮影。東西

4.9m、 南北 3.7m、 深さ約 20cm。 礫を多

く含む埋土とともに、14世紀前半の瓦

器、土師器、須恵器などが出上 した。南

端部に焼上が集積 し、礫は北に向かって

粗粒化傾向を示す。

128

西ノ辻 10次調査区北東部の土ナ廣2。 北向

きに撮影。東西 5.3m、 南北3.lmで長方

形をなし、深さ60cm。

129

西ノ辻 10次調査区北東部、土ナ廣2南西隅

の遺物出土状況。14世紀前半の瓦器、土

師器、須恵器などの上器類、曲物や折敷

などの木製品が出上 した。上器類には完

形品もあった。南向きに撮影。
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130

西ノ辻 10次調査区南西部西寄りで検出

された土ナ廣墓 1。 西向きに撮影。不整な

長楕円形を呈 し、長さ(南北)1.65m、 最大

幅(東西)0.98m、 最大深 32cm。 頭を北に

向け、御臥屈葬された40歳代男性の骨が

検出された。頭部付近からは土師器皿 3

点と瓦器椀 1点が出上 した。

131

西ノ辻 10次調査区南部西寄りで検出さ

れた土墳墓 2。 南向きに撮影。東西17m、

南北 lm。 墓す度からは、人骨の一部のほ

か、土師器、瓦器、陶器片が出上 した。土

ナ廣墓 2の北側に隣接する土ナ廣墓 1か らは

骨片がわずかに出上した。写真131の左

下隅に土ナ廣墓1の南端部が切り合ってい

る。

132

西ノ辻10次調査区、南部西寄りで検出さ

れた土墳墓 3。 西向きに撮影。土境墓2の

南に約呵.2m離れている。東西幅 0.72m、

南北約 1.4m。 不整楕円形の墓ナ廣に、頭を

北に向け仰臥屈葬された20歳代の男性

人骨とともに、14世紀前半の上師器皿や

瓦器椀が出上 した。
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● 西ノ辻 10・ 16次

133

西ノ辻 10。 呵6次調査区。調査地の北東側

上空から撮影。画面左下は、神並 4次調

査区。道路の西側の西ノ辻10次調査区で

は、谷 1に構築された古墳時代中期の水

利遺構の調査中。画面右上の西ノ辻16次

調査区では、鎌倉・室町時代の遺構を検

出中。

134

西 ノ辻 10・ 16次調査区。写真 133と 同

じ状況 を調査地西側の上空から撮影。

● 西ノ辻 16次

135

西ノ辻 16次調査区、鎌倉・室町時代遺構

群のほぼ全景。北西方向に撮影。
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136

西 ノ辻 16次調査区＼鎌倉 。室町時代遺構

群のほば全景。写真 135と 同 じ状況 を南

東方向に撮影。

137

西 ノ辻 16次調査区、鎌倉 。室町時代遺構

群のほば全景。写真 135、 136と 同 じ状

況 を北東方向に撮影。

138

西ノ辻16次調査区、中央から東部北寄り

の鎌倉 。室町時代遺構群。建物や柵の跡

とみなせる柱穴は直径 30～ 50cm前後。

これらの柱穴の配列から、本調査区全体

では9棟の掘立柱建物跡が復原された。

この写真のピット群からは東西 2間・南

北 3間 の建物 5、 東西 2間 。南北1間 の建

物 7、 東西刊間 。南北2間 の建物 8の 4棟

が復原された。
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139

西 ノ辻 16次調査区中央部西寄
')の

鎌倉・

室町時代の遺構群。南東方向に撮影。右

端は近世以後の耕作地にともなう清 と杭

列。
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140

西ノ辻 16次調査区中央西寄
')、

鎌倉・室

町時代の遺構群。北西方向に撮影。写真

139と ほぼ同 じ範囲。画面右手の円形で

深い遺構 は井戸49。 中央の撹乱部分の南

西隣に長方形の上墳43と 重複 してへ東西 |す

2間・南北 3間の建物 10、 撹乱部分南西

編から丼戸49ま での範囲に東西2間・南

北 1間 の建物 9が復原された。

刊41

西ノ辻 16次調査区西部、鎌倉・室町時代

の遺構群。円形の深い遺構は井戸。手前

から丼戸 59、 58、 57＼ 56、 55。 ピット

群のなかには3棟の掘立柱建物が復原さ

れる。南北方向に並行する細い溝は上位

層準での耕作に伴 う鋤溝。
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142

西ノ辻 16次調査区西部の中世遺構検出

状況。南南西方向に撮影。画面右端に丼

戸56が見える。南北長 1.88m。 この井戸

からは、14世紀前半の瓦器椀、土師器皿・

釜のほか、曲物の側板、底板などの木製

品が出上 した。画面上部の根石をともな

うピットを中心に東西3間、南北2間、総

柱の建物 11が復原された。写真 141の部

分拡大。

143

西 ノ辻 16次調査区西部で検出された建

物 刊2の ビッ ト2(柱穴)と 根石。柱穴の直

径 は 14cm。

呵44

西ノ辻 16次調査区南東部で検出された

建物 7の ビット1と柱根。東西方向南向

きの断面。ピットの直径 28cm。 柱根の

長さ約 20cm。
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145

西ノ辻 16次調査区、中央部東寄りで検

出されたピット216と柱根。東西方向

南向きの断面。ピットは東西60cm、 南

北52cm。 掘方内から瓦器椀、土師器皿

の細片が出上 した。

146

西 ノ辻 16次調査区、中央部東寄 りで検出

されたピッ ト258と 柱根。東西方向南向

きの断面。 ピッ トの直径約 20cm。 土器

は出上 しなかった。

147

西ノ辻 16次調査区西辺中央部で検出さ

れたピッ ト509と 根石。根石は自然の礫

で、平坦面を上向きに設置されていた。

掘方内から瓦器椀や土師器の破片が出土

した。
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西 ノ辻 16次調査区南西部、ピッ ト564の

根石検出状況。北向きに撮影。根石に複

数の礫 を用いる柱穴は西 ノ辻 10。 16次

調査区で数基みとめられた。

149

西ノ辻 16次調査区南辺中央部で検出さ

れた井戸 45。 南向きに撮影。東西 2.6m、

南北 35mの素掘り井戸。埋土から瓦器

椀、上師器皿、須恵器鉢などの上器類や、

曲物、桶の側板などの木製品、銅製かん

ざしなどが出上 した。

150

西ノ辻16次調査区、北辺中央部で検出さ

れた井戸 47。 東西長 2.4m。 掘方の中に、

板を立て並べ、横木の桟をともなう井戸

枠が設置されていた。13世紀中～末の瓦

器椀、釜、土師器皿などが出上 した。
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151

西ノ辻16次調査区、南西部で検出された

井戸51。 直径3.lmの円形掘方の中央に、

人頭大の自然石を積み上げた井戸枠の最

上部が検出された状況。

152

西ノ辻 16次調査区、井戸 51。 石積みの

井戸枠をたち割った状態。西ノ辻 10・ 16

次調査区内で、石積みの井戸は本例のみ

である。

153

西 ノ辻 16次調査区、井戸 51。 井戸枠内

からは、13世紀後半の瓦器椀、土師器皿

などとともに、曲物や柄付の鎌 などが出

上 した。
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西ノ辻16次調査区、中央部西寄りで検出

された井戸 54。 直径司.3m。 素掘 りで、埋

土から14世紀前半の瓦器椀、土師器皿、

釜などの上器のほか、曲物の底板や木札

などの木製品が出上 した。写真は井戸の

底付近の木札の出土状況。

155

西ノ辻16次調査区、北部で検出された溝

81。 清の側壁として、馬頭大から拳大の

自然礫が積まれていたと考えられる。致

き詰められていたと思われる部分があっ

た。西向きに撮影。

156

西ノ辻 16次調査区北東部中央寄りの溝

81。 空中写真3参照。石積みの検出状況。

北西方向に撮影。暗渠であった可能性も

ある。
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西ノ辻 16次調査区北西部中央寄りの溝

81。 南向きに撮影。石材の散布状況。南

向きに撮影。石材の間に瓦質の上管が並

んでいる。

158

西ノ辻 16次調査区北東部の清 81。 南東

方向に撮影。石材の散布状況。大きさの

似た石材が敷かれていたような部分が

あった。

近世～近代耕作地跡の段差と

溝、杭列

● 神並 4次

159

神並 4次調査区中央部。近世以後の耕作

地にともなう段、杭列。南東方向に撮影。

段は、南北方向にのびる杭列と斜交 し、

それより古い。画面左下部分の下位層準

で、奈良時代の落込み(池)が検出された。

写真 099～ 101参照。
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● 西ノ辻 10次

司60

西ノ辻10次調査区西部。近世以後に掘削

された溝の検出状況。清は東西方向。

● 西ノ辻 16次

161

西 ノ辻 16次調査区北部。近世以後の耕作

1地造成で作 られた段と溝の検出状況。北

西方向に撮影。写真右手から左上に伸び

る段 と溝は、清 81の上位層準。

162

西 ノ辻司6次調査区北部西寄 り。近世以後

の耕作地造成で作 られた段 と清の検出状

況。写真 161と ほぼ同 じ領域 を東北東方

向に撮影。溝の上段側 に 2、 3重に杭列が

ともなう。法面の上留めに使 われたと考

えられる。部分的に散布する石材 は段 と

溝の造作 に、利用 されていた と思 われ

る。
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163

西 ノ辻 16次調査区中央部。近世以後の耕

作地造成で作 られた段 と清の検出状況。

ほぼ南向きに撮影。写真 161下部の清・

杭 と同 じ。

164

西ノ辻16次調査区北部を東西方向に、谷

1の北岸に沿ってのびる耕作地の段と溝。

近世以後の耕作地造成で作 られた。写真

刊61、 162左上の段・溝と同じ。下位層準

の溝81(写真 155～ 158)の 石材の散布が

一部露出している。ほば東向きに撮影。
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62

空中写真 1 神並追跡第 4次調査区、埋没開析流路の完掘状況 (付図 1参照)。 画面上が東で上流側。
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空中写真 2 西ノ辻遺跡第 16次調査区、埋没開析流路の完掘状況 (付図 1参照 )。 画面上が東で上流側。
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空中写真 3 西ノ辻遺跡第 10次調査区の埋没開析流路の完掘状況と、第 16次調査区 (東半)の 6・ 7世

紀流路充填堆積層上面付近の状況 (付図 1、 4参照)。 画面上が東で上流側。
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空中写真 4 西ノ辻遺跡第 16次調査区、埋没開析流路の弥生時代充填堆積層下底の状況 (付図 2参照 )。

画面上が東で上流側。
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空中写真5 神並遺跡第 4次調査区、埋没開析流路内の弥生時代後期～古墳時代中 。後期の充填堆積

層の上面、古墳時代水利遺構の検出状況 (付図3参照)。 画面上が東で上流側。
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空中写真 6 西ノ辻遺跡第 10次調査区、古墳時代中期 (5世紀後半)の水利遺構検出状況 (付図 3参照 )。 画面

右が東で上流側。
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空中写真 7 西ノ辻遺跡第 16次調査区、古墳時代中期 (5世紀後半)の水利遺構検出状況 (付

図 3参照 )。 画面上が東で上流側。
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こうなみいせき にしのつじいせき

遺 跡 名   神並遺跡・西ノ辻遺跡

市町村コー ド  27227

遺跡番号    神並遺跡 102

西ノ辻遺跡 34
ひがしおおさかしにしいしきりちよう1ち ょうめ

遺跡所在地   東大阪市西石切町 1丁 目

神並遺跡第 4次調査

北  緯    34° 40/48,2″    東  経   135° 38′ 35,7″   JGD2000
調査期間    1983年 9月 26日 ～ 1984年 3月 12日      調査面積   1673m2
調査原因    道路・鉄道建設工事

種  別    集落、水利遺構、埋没流路

主な時代    弥生時代中・後期、古墳時代中・後期、奈良・平安時代

遺跡 1'元要    弥生時代後期～古墳時代後期の遺物 (弥生土器、須恵器、土師器、韓式系土器、製塩

土器、盾持人物埴輪、土馬、木馬、容器などの木製品)、 古墳時代中期の水利遺構が

埋没開析流路中で検出された。奈良時代までの堆積層を削 り出して造られた道路と

思われる遺構、流路跡の窪みを利用 した溜池状遺構などが検出された。

特記事項    なし

西ノ辻遺跡第 10次次調査

北  緯    34° 40′ 48.2〃    東  経   135° 38′ 33.5〃  JGD2000

調査期間    1983年 12月 1日 ～ 1984年 9月 10日      調査面積  2460m2
調査原因    道路・鉄道建設工事

種  別    集落、水利遺構、埋没流路

主な時代    弥生時代中・後期、古墳時代中・後期、奈良時代、鎌倉・室町時代

遺跡概要    弥生時代中・後期の遺物は埋没開析流路と溝状遺構から検出された。埋没開析流路

では古墳時代中期の水利遺構、6・ 7世紀および奈良時代の堆積層とそれらに伴 う遺

物(土師器、須恵器、韓式系土器など)が検出された。流路埋没後に形成された鎌倉・

室町時代の集落跡を構成する井戸、土娠、溝、掘立柱建物跡、ピットなどとともに、

土師器、須恵器、瓦器、陶磁器、木器 (曲物、木札など)が出土した。

特記事項    なし

西ノ辻遺跡第 16次

北  緯    34° 40′ 48.2〃   東  経   135° 38′ 32.0″   JGD2000
調査期間    1984年 5月 24日 ～ 1985年 4月 3日    調査面積  2827m2
調査原因    道路・鉄道建設工事

種  別    集落、水利遺構、埋没流路

主な時代    弥生時代中・後期、古墳時代中・後期、奈良時代、鎌倉・室町時代

遺跡概要    弥生時代中・後期の遺物は埋没開析流路から検出された。埋没開析流路では古墳時

代中期の水利遺構、6・ 7世紀および奈良時代の堆積層とそれらに伴う遺物(土師器、

須恵器、韓式系土器など)が検出された。流路埋没後に形成された鎌倉・室町時代

の集落跡を構成する井戸、土援、溝、掘立柱建物跡、ピットなどとともに、土師器、

須恵器、瓦器、陶磁器、木器 (曲物、木札など)が出土した。

特記事項    な し
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付図2 西ノ辻遺跡第16次発掘調査区、埋没開析流路 (谷 1・ 2)、 弥生時代中期堆積層基底面の等高線図
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付図4 西ノ辻遺跡第16次発掘調査区、埋没開析流路 (谷 1・ 2)、 6・ 7世紀堆積層上面の等高線図
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付図5 西ノ辻遺跡第10次発掘調査区、中世遺構平面図
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付図6 西ノ辻遺跡第16次発掘調査区、中世遺構平面図
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